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（ ｜ ）国民健康保険の状況について

国民健康保険の被保険者は、後期高齢者医療保険制度への移行や被用者保険の適用拡大

などにより全国的に減少が進んて．おり、本市においても、令和5年度の被保険者は令和元

年度と比較して約'3％減少しています。

国民健康保険事業の安定した財政運営が大きな課題となる中、国は平成30年度の制度改

革により、財政運営の責任主体を市町村から都道府県に移行しました。

さらに、国は各都道府県て嚇の保険料水準の統一に向けた取組の支援を強化しており、策

定した「保険料水準統一加速化プラン」の中で、 「納付金ベースの統一」については令和| ｜

年度（令和'2年度保険料算定）まて雫を目指すこと、 「完全統一」については令和'5年度まてﾞ

に移行することを目指しつつ、遅くとも令和'7年度（令和'8年度保険料算定）まて噸の移行

を目標とすることを示すなど、将来的な完全統一を見据えています。

国の動きを受け、鳥取県においては、令和l l年度保険料算定から「納付金ベースの統一」

を図るべ<、令和7年度から医療費水準の反映指数を段階的に引き下げていく方向て、調整

が進んて傘います。

【参考：保険料水準の統一について】

犀T霞層~鞆符蚕ﾌﾐﾆ貢両蔬引
○県へ納める事業費納付金を算定する際、市町村ごとの医療費水準の違いを反映させない。

第2段階保険料算定方式の統一

○資産割を廃止し、 3方式（所得割.均等割．平等割）に統一

○応能・応益割合について、県が示す割合に統一

鳫百葭暦~莞蚕蔬引
○所得や世帯構成が同じて癬あれば、県内どの市町村でも同じ保険料とする。

◆経過

・令和5年I0月

国が「保険料水準統一加速化プラン」を策定。令和| |年度まて、の「納付金ベースの統一」を

目指す方針を示す。

・令和6年6月

国が「保険料水準統一加速化プラン」を改定。 「完全統一」について、令和I5年度まて奪に移行

することを目指しつつ、遅くとも令和'7年度までの移行を目標とすることを示す。

・令和6年1 1月

令和5年度から断続的に協議が続いてきた県内での保険料水準の統一について、令和i 1年度

保険料算定から「納付金ベースの統一」を図るべ<、令和7年度から医療費水準の反映指数(現

在はl )を段階的(0.2ずつ）に引き下げ~ていく最終的な案を県が示す。
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このような中、本市の保険税は、令和5年度に医療分の所得割を0.68％、平等割を5,000

円それぞれ引き下げたものの、県内でも高い水準にあり、被保険者の負担軽減が課題とな

っています。

◆本市の税率と標準保険料の比較

◆県内4市の令和6年度税率（医療分） と医療費指数の状況

※順位は県内順位て、、数値の高い順
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協議事項

本市の税率

所得割 均等割 平等割

標準保険料

所得割 均等割 平等割
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8 00%
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25 600
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税率（医療分）

所得割 均等割 平等割

医療費指数

鳥取市 6. '0％（'6位） 20,900 （'4位） 22,000 (8位） | ､0089(|5位）

米子市 7.95％ （6位） 26,000 (5位） 25,500 (3位） | .0464(IO位）

倉吉市 5.30％（'8位） 20,400 (I7位） |6,200 (16位） 0.9547（'6位）

境港市 8.00%(5位） 25,600 （6位） 25,000 (4位） | ､0727（9位）

市 平均 6.84％ 23,225 22， ’75

県 平均 7. ’ 1％ 23,610 20,225

県 最高 9.91％ 29,400 27,300

県：最低 4.51％ 18,500 '4，240



協議事項

（2）国民健康保険税率の見直しについて（案）

本市の国民健康保険費特別会計の決算は、平成28年度以降黒字で推移し、令和3年度以

降は単年度収支についても黒字を確保しており、令和6年度も黒字が見込まれます。

黒字決算が続く中、国民健康保険基金の保有高は、令和5年度末現在で5億900万円余、

被保険者一人当たり保有高は約9万円（県内8位）となっており、一定程度の取崩しを行

っても財政運営に支障がない見込みて、あるほか、県へ納める事業費納付金の算定について

も、先のとおり医療費水準の反映指数の段階的引き下げが始まりますが、令和7年度分に

おいては、本市にとっては納付金額の減少に作用します。

こうしたことから、令和7年度の国民健康保険税については、保険税率の引き下げも含

めた見直しが可能であると考えます。

【案】保険税率を次のとおり改める。

本市の税率

所得割均等割平等割

8.00% 25,600 25,000

2.75% 7,700 8,000

2．62％ 9，400 6，000

標準保険料

均等割 ｜｜ 平等割所得割

5．64％

3. ’6％

2．71％

医療分

支援分

介護分

23,345

12,703

13,562

'5，841

8，620

6，576

令和

6年度

7.50％
凸＝－．．－－－

▲0.50%

23,600 23，000
－や一＝竺一坐

▲2,000
医療分

令和

7年度

＝一､一一＝色･＝＝＝F蜜一』－

▲2,000

支援分

介護分

2.75％

2.62％

7,700

9,400

8,000
－

6,000

◆税率改定の考え方

・県平均や標準保険料率と比較して高い水準となっている「医療分」を引き下げます。

・今後も、保険料水準の統一に向けた動向や国による制度改革などをみながら、税率の見

直しを検討します。

．引き続き、保健事業の推進や医療費適正化への取組み、適正賦課と収納率向上への取組

みを軸に、事業の健全化に努めます。

◆県内4市の令和5年度末基金保有額の状況

保有総額 被保険者一人当たりの額

42,884円

78円

66,578円

89,889円

鳥取市

米子市

倉吉市

境港市

''450，410，71 1円

’'942,446円

617,249,201円

509,219,397円
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令和7年度国民健康保険税について



協議事項｜ 令和7年度国民健康保険税について

(3)国民健康保険税率の見直しについて(参考資料）

｜保険税率改定の影響(現行と見直し後の比較）

賦課総額約2,600万円(4.9%)の減

2世帯ごとのシミュレーション

パターンA(30代夫婦､世帯主所得200万円､未就学児2人）

パターンB(40代夫婦､世帯主所得200万円､子ども2人）

パターンC(70歳単身､年金収入l50万円）
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現行 改定(案） 差額

医療分 207,040 |92,790 ▲|4,250

支援分 68,055 68,055 0

介護分 0 0 0

、q

■一!

己I 275,095 260,845 ▲|4,250

現行 改定(案） 差額

医療分 227,520 21 1 ,670 ▲|5,850

支援分 74,215 74,215 0

介護分 76,0I4 76,014 0

二半
面1 ‘ 377，749 346，859 ▲|5,850

現行 改定(案） 差額

医療分 |5, 180 |3,980 ▲| ,200

支援分 4,710 4,710 0

介護分 0 0 0

含＋
ロI |9,890 |8,690 ▲| ,200



く参考》

境港市国民健康保険の状況

◎被保険者数の推移 (単位:人､％）

※令和元年度～令和5年度は年度平均､令和6年度は見込数

◎国民健康保険税の状況 (単位:千円､％）

◎保険給付費の状況

(療養給付費十療養費十高額療養費十高額介護合算療養費） (単位:千円）

◎国民健康保険事業費納付金の推移 (単位:円）

※令和7年度は、仮算定数値

◎単年度実質収支の推移

（収入一支出）（収入は繰越金､支出は基金積立金を除く｡） (単位:千円）
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区分
令和元年度

人数 前年比

令和2年度

人数 前年比

令和3年度

人数 前年比

令和4年度

人数 前年比

令和5年度

人数 前年比

令和6年度見込

人数 前年比

一般 6，499 96．5％ 6，261 96．3％ 6, 145 98． ｜％ 5,951 96．8％ 5,665 95．2％ 5,513 97．3％

退職 ｜ ’ '6．7％ 0 0 0 0 0

含＋
ロI 6,510 95．8％ 6,261 96．2％ 6, ’45 98． ｜％ 5,951 96．8％ 5，665 95．2％ 5,513 97．3％

区分
令和3年度決算

決算額 徴収率

令和4j 度決算

決算額 徴収率

令和5年度決算

決算額 徴収率

令和6年度見込

見込額 徴収率

一般現年分 561,1 19 96．46 528,204 96．26 492，497 94．96 470,326 94．96

一般繰越分 25,072 '9．26 20,023 17．35 17,308 '5．53 10,803 15．53

退職現年分 0 0 0 0

退職繰越分 497 34．95 '44 15.61 27 3．48 61 3．48

告＋
ロI 586，688 548,371 509,832 481,190

区分
令和4

決算額

度決算

|人当たり金額

令和5年度決算

決算額 l人当たり金額

令和6年度見込

見込額 |人当たり金額

一般 2，334，379 379，883 2，368，299 418,058 2,534,605 459,751

退職 0 0 0

計 2，334，379 2，368，299 2,534,605一

医療分

金額 前年比

支援分

金額 前年比

介護分

金額 前年比

≧上
ら’

金額 前年比

令和3年度 569,071,881 -17．8% 72，774，297 －2．5％ 55,276,133 -I0．8% 797, ’22，31 1 -I4．4%

令和4年度 550 647 808 －3．2％ 66 362 973 －3 7％ 55 560 300 0.5% 772 571 081 －3． ｜％

令和5年度 515 398 992 －6．4％ 82 374 620 ９ 6％ 60 ’ ’7 638 8.2％ 757 891 250 －｜ ､9％

令和6年度 413 975 072 -19.7% 82 793 232 0 2％ 58 ’ ’2 057 －3．3％ 654 880 361 =I3.6%

令和7年度 430 279 006 3.9％ '71 571 178 －6 |％ 61 512 693 5．9％ 663 362 877 | ､3％

区分 口元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度見込

収入

うち前年度繰越金

3,603,943

55，289

3,394,707

22，769

3，363，349

'6 475

3,347,203

90,956

3,258,008

2 O|4

3，373，326

24 160

支出

｢秀積豆蚕

3，581 ， ’74

4

3，378，233

3

3，272

35

393

296

3,313,727

134, 121

3，233

へ〃

。0

848

331

ミ.軋再ワ
菅ワシ晋、

85

329

724

単年度実質収支 ▲32,516 ▲6，292 I09 777 76，641 58 477 ワワ
f』 561

基金残高 303,468 303,471 338 767 472，888 509 219 594 943


